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て川いている、 この l属謁の木ド付i としてもつとも知らi才れ~，て

泣:与， Hnau: ヒピ.許.ルマ，r}.正、tなどと|じ叶:可Tば1れi る)であろ f山. 

洪試持はトI;Jt什釘': ~o. 440clであるつ

2. 木材の構造

11) 内|目的附lli

i位孔村。道fぎの大きさは.縦t;1il(liで車1I~、時として，内眠で泊。ろうじて認めらむる程度である ι 辺心付の

墳界は不明:) ~うっ辺付は灰色をおびた首己，心吋!ま黄~~己。 LiL長輸は不lリ; :)ょう、 i-:}W な交措:_'.， I[ILH 

仕事11である 4 気î:也比市i: Q.73 (iJU}~.H) ハ

1,2) il[世~îjUIリ情;~

a) 持;式要指の\I~略

道管(19%)，仙W~状 i&迫骨 (5196) ， '~Ih ;ifí:J主組織( G 96)，および投与I組織 (24五)など力・らなるつ

b);l! 1�'f 

ほとんど五}~r.するが，ときに 2 (:] ') f1I .1.i~;:H ﾎj r:Jあるレは科 )j向に笹子?するc-分考数:二 9 .......21 官/mm2，

:まとんどが両側または片側を}ü[H知識にJをする ü 否。立竹]'しは桁 rr~ Jf;ないし広特~l巳である。直得!まCO'""-'

200!L (放射 !j (i:J)予 ::;0.......140!1 (.1主総庁I何)， I! ，~S"/は2.5~3 ， 0仇斐哀の長さは 100......._700 110 一端，ときに~hj

端に市状の突 11'1 却をもっ， lj1.せん孔をもち，せん干L板はわず点、{ζ~~司する。 I; ，;'f孔:三ベスチヶード肢ー孔で，

不快な交互状に配列し輪郭はjよ桁川形ないし情円汚で、 il' (f告は;)....... 7 IL" 

c) 繊~HA}~f'x;白竹

:{T縁m孔がかなり U!j ら元である ι，騎附 rfñの;r.~;;J~ :立方形ないし年配;こjD::. '多汚ちで，ほとんど放抗方向に

配列する手百筏は 20........40μ ， Wt"tは 4 "'-5 !l , 1~ さは 990.......1 ， 710 (干ー均値) ，~2 ， 200/,,, iJ".FLの担! 1:ま j計fi

問 lι

d) 恥方，[1;柔組織

目白伴散在，短接線および油、・1散布などからなる 3 堕接線状を示すものが， もっとも顕者であるが，ほと

んどが 1 細胞凶(ときに 2 f.tll!白川)であるい jlll \/.'技荘柔組織は Jま iま均等に分布するご直径は 15.......空O ，L) 11佐

原は 1. 0""""' 1. 5/L ， 1えさは80........240/t"

e) 欣射組織

Jjl列および桜子リ(まれに 3 ヂIJ) カ白らなる口先I生っ単9Ij}j'l( J'H組織は 1 .......25羽 11 ，1胞高， ï在立*lllJJとのみからなる

ものと， 立立およびび、 'Vドドrと:{)伏It; 卒礼却訓11山川川E川川;リ\JJ胞l臨包カ.らなるものとがある c 多列 j悦り快(c~川Hキ制机IL識は 8........5印O布制制111胞担;高弓 (什180"" 1し， 7打70 !川，

i単H夢抑列IJ の琵部;はま多列部より一舵に I而口河7可引i可jlい，\、('.ときに Q í_ 9IJ :，r;:によって 2 つの多列放射組織が軸方向につながってい

ることがある 3 多列却は平伏約泡からなる。祁訓I";:~のJ接主fも転綜σJよ:~!J 

はj沼茸出1竹守相互のそれとほぽh正日三ゴl じである r口1 



輸入外材の椛造 CNo・ 72)

組織研冗室

ギンツンガン材の構造

木，-'面 ;<50

仮 1\ !面メ 50

1971 'q:. !l j J ~8 H 受El!

(1) :.t.: !~ i'弔(:トトド均一)

1.一般

111 ;' ~~:r. 

Ilil!.,j 1": :ギンツンガン (Gintun只an・Bin

tung�) (インドネシア)， Nlloi 

(ベトナム)， Tern( タイ)， Uri<:m 

(インド、，.-\.'キスタン)， Tuai (フ

/リビン， 十パ)， i゚shopwood 

(イン卜')， Jav3. cedar (オースト

ラリア) ) 

:' I Bis:.:llOfia jl11;alliCfl BLn1E (トウ

ゲイグ→i-H Euphorbiaceae) 

(2) <<¥ j~:;~ 

山市(_t ι、\ ，インド， 二 Jレマ， タイ，インドシ

ナT-.I:ι マレイ ~;~'II:lj ， ;ドルネオ，ニ 1 ーギニア，

1 1) ヒン， タイワンなと・ J二;主す J オ}カ{[空によ'3 1，、

{正日 Ifl! ;< 50 
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ても i1 11組，奄美群!誌に FrZ し，アカギある L 、はカタンノキというわで知ら礼ている c

よ|三落葉性の高木で，品目:j30m ，直径 1m に i主する c 産地により，その材質にかなりの幅が認められる c

気乾比主について:ま，文献の記載によれば，インド蓮村で0.56-"""0.77，インドネシア産材では0.64-"""0.84，

フィリピン産材では平均 fl"J:として0.81 と記蝕されてし、る。また十'r.:行の認定によると供試材により， O. E5、

0.70, 0.78、 0.80 などであったの製材;計七般的H易で、 切 111Jtとも良好であるが，乾燥は困難で，注なし

て jj-なわないと蜂宵状の ;I;IJれや， ji りがでさやすいとされている" jllH久性は低し風雨にさらしたり怯地

しての用途!こは不適当とされてLι 。

用i主としては，一般構造・用材， 1京阪，器只.家具，鉱山HJ くレ， 枕木(防l定処fHを要する)， 1主11.jなど

があ;ずられている c 木PRおよび色調の美しさを手i].f日して装飾付とされるものもある。

記iliRに聞いたものは林ぷ付鉱 1¥0. 3162 , 3220, 5050, 3938およ(} ~o. 6117 である。

2. 木材の構造

(1) 南限的構造

i技孔材、辺付{ま煉瓦に似た赤信色，心付は紫色をおアたぷ褐色で， ヨ光にさらすとIlff色の度合を増すc

辺，心材の境界は明りょう。生長輸は不明~，~ J. う。ただし，よく抱削した本仁lr函では組織の同心円決の制1

\{.;の?をが?認められ，布E 日Î(Iiでは存，状の紡 [=1 をつくる交鈴木flL ときに波状木Jlliが現われるとされてい

るひ肌目は精ないしややキlしにぷ~ ')I:: i!\がある"

(2i 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概略

道管(19%)，真正木繊維 (479é) ， ，鮎方 lí1J 主組織( 29ó) ， およじ政争I組議 (32%) などからなる c

b) 道管

孤立廿子しおよび複合管孔よりなり，ほばlもj て.rj~ :ζ 散在する c 迎作竹孔は，多くは 2 -...... 3 (4) 11~1 }j~tH力 líjJ

に複合するが， ときに故{刊仙v山川;1不規則に複空合「する。 分布数は 5 ........1げ7十I古引制:~予別叫b匹阿川除町h川吐恥~1!υ，f川!mm2 (桂イ作守f管T孔を 1 11阻i回司として言計計|十.詐す

れ:ばま 4 '"'-'1日1 個):' :ほまとんどの管孔が両側また :1まi引，1片1

は椅円形ないし広楕円j形巳o 直径lはま8。へ~'2詑COJ( (放射方向)λ， 70-......210μct接安線方向)，股 l字は 2.-..... 3 ，((っ道竹要

素の長さは30ト1， 100μ，両端または一端lζ1:(.状ないしは古状のhUii~をもっC 単せん孔，せん孔板;ま傾斜

するJ 交互状記列のベスチヤード!民孔をもち， ~との輪郭はやや JfJばった卵形ないし桁円形で，水平)jlíiJの

直径 12.--...20 JJ.o 

c) 真正木議結

構断面の形状は，矩形ないしは方形iζ近い多角形で，おおむねk山万向に並列する c 前径は 35.--...55μ ，

l院厚 4-......6μ，長さ 1 ， 122'""2, 197 (平均値) ""3.245/1, 1踊!肢をもち，その数は 6.-..... 9 c (1 こうには杭 IJ目線

物質を合むつ

d) 輸方向柔組織

この組織の発達は著しくなく，わずかに随伴散在柔組織のろが認められる。各細胞の内こうには也m;.椋

物質を含むc

e) 政射組織

jp.州および 2-......5 (6) 細胞|隔の多列均、らなる心異・注c ヰi.ヂ1]欣射組織は 3.-.....15調i!1J包 l同，直立網1IJJ誌のみ:，~ • 

らなるものと，直立， ,)f J移および平伏の各組1111白からなるものとがある 3 多安IJ放lH組織の 1f'J さは 5 -......58細胞

(320........2.450μ) ， 上， 守下下トド IlÎド“尚lÎ心刈ÎijμIj~1品iの単列部:はま多くは 1""""数tま細:ll:;忌己i.Jふ1

より j高f合旬':j くなること:ばまないο 単列部は直立ないし方形細，抱からなる。多列部は多くは'IÎ_{)~細胞からなるが，

ときに!別立に直立ないしは方形細胞が出現する。各組担は多数の小崎円形の良子Lをもち，々の内こうには

樹脂版物質を含有する内また，道管との問のl脱孔は，道管と接する転1I2包の形により異なるが、 rr巴ないし

長崎pj形の形状を示すロモの大きさは長径で一般に10'-""'20/t"



輸入外材のわlli 造 CNo ・ 73)

組織研先安1J

メンピサン材の構造

板

1971年 9 J'J28日受理

(1)木材部(小体弥一)

i.一般

111 乙向;

dn~，j 円:メンビサン(民'lempisang) (マラ

ヤ)， Kcpayang babi , Barun (サ

ラヴク)， Karai( ブルネイ，サベ)，

Baro l1, M Î\vi , Musi (カリマンタ

ン)， Tal> ih atui, Tapih baréh , 

Bakbahan nabirong .:スマトラ L

rf: (,: A1ezzellia leρ10ρoda (HOOK. f. et 

1'11) OLIV. 

1"'-" ンレイン l司 Annonaceae)

(2) iEE 

Me白zz詑elυli山tα'[ "凶，JぷJ丘:斗ジj)ウ)1尚奇封J同司再iはマレ一半J芯;込2ふ、 スマトラ jI. 」

才ホ7 よびポ Jルレネ 7才t十'，1μ;

ず iれL もその水 i山|川11 !It止;t:が少 fな4 ベ，Cft要な ，!:-ll.，jV とはな

1
1
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ド
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行E 目而i x 50 
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っていないヅこの制刊は，マラヤでは低地のジ+ングル:乙ときには半?自民地を好んで生育しているが，

また丘陵地にも /JIJ}l し， ~'l筏70cm:と注す 3 肖，f;.:であるりまたサラワク，ブルネイ，スマトラおよびカリ

マンタンなどにも分布する 4

メンピサンは堅牧 111 ，者で.気乾比市0. -1 8.........0.64である。 IJJ]~[容弘であるつしか~， ~;立慌に注意しないと

訓去しやすく， ~i.:けは青変i京;に位されやすい。また極度の lFJ品、ところでは lí;;j 桁しやすい。ただし，乾涼し

た主内ではかなりの耐久，~恨のあるととが訳められている) J! ]j主としては合似FIl f;kのほか，仮設構造'71'，内

部j主作付などが先i られてし 1 る c・

2. 木材の構造

(11 I制限((J陪ili

故孔汁GLii豆輸はイミUf]りょう π ただし，よく飽削した本日頃iでは|司心il1 :1たのは色の政淡の.jfうもが認めら

れる仁l また， レンズを旧いればせまいWJ隔のl利支柔組織が元日められる。心けは黄白色ないしは桃色をおび

た黄色 j三村は淡色であるが， !llij者の境界:二ィ~ :1.1]りょうコ I民さが耐え l福の広い放射組織は基礎組織よりは

l民主で、坂 u面で lfii さ数t11 111 ，:こも述する多数の IIj'j-己の太.:、料として目だち，また，柾 Illfrjで、は;境庁なシル

ノ fーグレインを)1手づくるわしかし.木 1-IÜiではあまり珂庁ではないじ木理はj垂直む肌 Ll ，:iやや粗。鈍しヴ亡

ilてがある c 不顕~:なリ '~I プルマークが認められる c

1:2) Wi微鏡1'1サ '1"i.:Ð[

a) 椛!点要素の概略

道管 (14Ji~)， Mttít状似i立n (66九) , ~ih::h lílLi~組織( fì 先)および放射組織(1496) などからなるつ

b) j立~:\:

管孔は孤立するか， 2 ......_, 3 IR1，ときに投f[5~放射右前j，または不~il Jlljに複合する。

分 Ml誌は 6 -~:31H，'I!m川町出企管孔を 1 聞と数えれば1) '""-'31nm , しばしば欣射組織に全く抜Irtl~ しない骨

子しも刊現する {瓜fλ行孔の ilïf{:はtO~~2 1O 11 十:政判 jj佐J)，日'""-'lEO/1 (接:主主 )jlílJ)で， !l史|字は 2. 0""""'2. 5}1" 

道管要ぷの三さは2:W"-'750!l ， ときに一端または両端に，Ti~}~の !~;1~をもっ c JIlせん孔で、せんイし阪は傾~4

するっときに側1]日にせん孔をもっ， J1'~~-fしは二衣料な交互，V~II~L )iIj) 1]史孔の外郭は主主 l以こ近い多角形，せの!日:1長

:ま 5"-'7μ 、 孔 U(ま情円形なし'し長打iPj Jじ。

c) 繊主主状f.l.X: ;ü:m・

棋新1fíi のJf;~j.~は )LI尽を;;ij:ぴた年r:~ないしは ü:，)j!f;.に近ャ、五 [fJm.で，ほほ}jxfH方[司!こ、~Î~ダiJしているコ白保

ば 8 ，-""，23 ，ι ，股!早はしる........2.0 !l， 1乏さは 270.........930 (平二'Jil(() ~'1 ， .í70 は， Ij完p_:二坂目 jfliには少なく，柾目

Il出こ比較1'1'') 多い。 11'[;\ のある線形の孔1.:.1 をもっO

d) 制Íll'j向柔組織

1........ 2 f{:ffiJ包居をなし，比較的狭い1I'ljl:'~の肘l丞宗寺lIf.ó品ω みカ‘るなるが、これがとさに竹孔!こ接することが

ある。また， Iりj らかにターミナル柔組織として長め占れるものもあるつé-;t細胞の柏町|面は知形!こ近い多

角形で， 1直径 :i lO........30 ,'l , I1史!亨は約 l μ ， 長さ:二 (0........20μ っ

e) 欣射組織

単列およ cß 2 ........10 (Ei) 細胞幅の多ダIjよりなる， JìG.ttc 単列放身、I組識は 1 """"21細胞 I~~j，多くは平伏細胞

よりなるが， ときに;辺旦縁ある Lし，、はその i他也の}郊1官H位}立tにも匝 1f';け，

のみカかh らなるものも i山m呪3見↓寸す.る C 多ヂ列lリjJj肱文斗射射J組織 :iま 8~17:: (:にl工江:~O :ごくま iれ1) 制!胞i抱包高 (α20ω0'""-'3 ， 6臼50 ，μ￡ム. ごえまれ

;にζ5 ， 7初00針IμL)" 2 ・ 3 細胞1沼までのものは一般に侭 u それ江上のものは判lJri包隔を増す;目こしたがって高さを

唱し，とくに 71':IIIIJ包 IllfIî以上のものには一般に，はなはた・ 1 11 ~: j [.1 、ものが多い。辺誌の単デIJ;明日立 1.........数細胞高で，

平伏. n'U，ん方Jf::.など各師の制11胞からなる n 多列甥は;まとんど干・1え細胞からなり.まれにさや軒ìll胞も iji現

するが，その数はきわめて少なし完全なさや状を認すものはない c 各細胞はほとんど内容物を含まな

いコ道f'f とのr.uωJ1~~干しは道作の!院孔と|司じロ
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cm 以下のものが!まとんどである c

なお ， HomaliulIl Jil~，の種は，むよそ 200 ほどで，官界の熱帯および亜熱帯に広く分布しているコ

オ:理:土迫ïi'f. ある1，、はわずカ aに支~I'i寸る" 111L !::I は精で，光日立があるむ歪i国で、気乾比丑は0.76 ， 0.81お

よび0.90 (そ木ぞれ供試村 3W1についての値)であるご乾燥は割裂しやすレので在意を要する c 工作法容

易、釘持ちもよく， -1: 1: トーがりは良好コ山地しでも r~fJj，..t!l:は li?iいコ現地では海s.tに侵されにくいので，ふE良

材に用いられるほか，一般の構造田川\たるさ， Wt，忌 IJ~波付，桁沼付'枕木など'強度と王酎f久性を要す

る用i途主 lにこ引lハし、占れているようである亡 J記江記J 械した七の(はは[ぽ辻ま主J村|卜休Vイ木札t主札ULら吋iJ以:

2. 木材の構造

(1) 1持限的村titi-

i笠孔材コ道管の n'(f壬は縦1'~i'ïíITで:tiIJかい紘こしてよヨめられる桂度の大きさであるコ生長輸は不iリl りょうで

あるが，よく抱削した木[ IïÍl iでは管孔の分布状態など、来il紘の lH\者の差異にもとづく色の同心日状の濃淡

が認められるコ辺村は武褐色，心付は II{'f~I'~褐色で.赤褐色を，ilJ:びる場合もある。ときにnlf紫褐色の不規則

なすじが存在する p 辺材と心付・の境界は不 l:1j り k 弓であるむ

(2) ~íi微鏡i1サ机j立

a) 椛!主要素の慨略

道管 (30%)，繊*H[状 i反泊?な (I~h)]I~け討i;ll識を 'I"~; む) (50/6) および放射組織 (20;ぢ)などからなる c

b) 道子f

管孔は 2""-'数 0，] (2 閣が品も多 b 、)欣叫方向に迎合する悶 lílJが強いが，ときに不規則に複合するつ分布

数ii28""-'44it~1!mm2c ほとんどの告:{しが|山j担IJ または止世1]で収品組織に佐ーする。孤立管孔の出現数:ま比較的

少なく，その輪郭は長楕円形ないし防円形で、政射 }fjóJ の1J'í，係90"-'180μ，接線五向の位径 30.......135μ，政

!手は 2. 5.......3. 0 {L , 1は f白:要;t~の i毛さは 700.......1 ， 100 !Lo 単せん fL. せんイし阪は傾斜する() ~ld~;iJまたは一端にj己

状郊をもっ，道管制立の!l史イしは不整な交互状配列. J.民~'Lの n'(f自立 3----4μ， 孔口は FJ形ないし桁円形っ

c) 繊維状仮泊rr

隔膜を有する c 梢断面のJ~状は，矩形ないし)jJ~:こ近い多角形で，ほ:ま放射方向!こ並列している。直径

は 20..........50 !L , ~f厚は 3.......4μ ， 肢射)J" IÎIJ の JI英墜にはよ七続的多数の有縁政孔をもち， 孔 [1 は綜状，ー訟に 3

"""8 の隔|肢をもっ. IJ~ こうにはときに樹脂様物質を合むιj之さ 900'"'-2. lS0 (平均値) ---2, 7t0 {l() 

d) 輪h方向柔組織

主として随伴柔k;ll織であるが，少数が道管にJ長して認められるのみである c

e) 放射組織

単列および 2 ..........:1 (<1) ~':1I1I 1川市の多ダIJのものからなるの ìjl 3'íj放J~.t キ1I識は 2 ........33細胞i九10 ほとんど直立細

胞のみからなり，ときに 1""2 (3) 問の方形の結晶を~むの多列政射組織:i 8 ""-'81細胞高 (210..........2.050

，~) っ 1..........数伺細n;'l ， さらに多列部よりも i吉弘、単列部をもつものなどがある" .t}l列郊の多くは山立細胞か

らなるが，ときに;ま方形細胞を含むものがあるむときに lJi.列却によって 2 つの放射組織が軸方向につなが

っていることがあるつ多列叩はほとんど平伏細胞からなるが，ごくまれにはその周辺に不整な前U'r..細胞を

もっと:また，ときとして中川に 1 il~l まれに 2 個 1--下!こ述なる 2 (:n 細胞幅に匹敵する大形細胞をもつも

のがある。単列の山立ないしは方形制胞の内こうにはしばしば 1.......2 ~3) n~1の方形の結晶を含む。さら

に，ごくまれには長列部の川辺の大 1 r-~k:II\11包中にも料品を介むものがある~ *';J，;'I細胞のなかには，ごくまれ

に隔肢により分京をつくっているものも出現する c 多ヂIj欣射組織の~l: として平伏細胞の内こうには樹脂様

物質を合むつ道行との間のil日孔は道竹のそれとほぼ同じである σ
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チンダロはフィリピンのルソン 1:同〉らそンダアオ昆およ乙y:パラワン島にいたる請f};に広く分布してレ

るつ

樹首!j25~30mlこ達し， 12~15m に皮よ樹幹をもっ向直係はW~EOcm が?ffj重であるが，ときに180cm に

;主するものもある。

木理は交錯する c 肌 fl はやや fll，硬くてîU:く.気乾比重は0.87とされてレるが，供試材で :iO.90であっ

た。

チンダロは，フィリピンではιr もすぐれたキャピホット付のーっとして知られており，正:jilffiな家具や指

物事巴工，室内装飾 l司材となっており，家hi.の γァーや志かまち， i:??段， !:-Iミ阪などとして月弘、られJ tjí.板や

合板としても照いられている ε

記載したものは山林会作製の的人けのセット村鉱rllの No.l11 を川いたっ

2. 木材の構造

(1) 肉眼的情j主

散孔材 c 生長輸は不|刀りょう。ただし，よく飽 j'ílJ した木 :.IHfiでは道管分布の疎i官、帯状花組織の配列な

どの組織の精粗に基づく付色のir.~淡差が，年輪1えの怯怯として認められる。また，顕著な現状柔組織がよ

く認められる。辺1寸はク 1.1ーム色を，出，びた 1'1 色， 心.H・は新鮮ほときは赤色を借~た黄色であるが， しだい

に黄色を帯びた赤褐色に変化する ι 遺骨はたきしいずれの附fliiでも認められる 3

(2; 顕微鏡ÉI'J .l 荷造

a) 構成要素の捜略

道管 ( 9 夕先ο) 、 良正木制革制紺紘if佐[~ (σ57~おbω) ，、 il和判帥I~I附1引幼1 ，)

b) 道 f行肯

管孔は，孤立するものが比較fl'-J多、が，ときに 2 ， :) lliiしま il 1.. 1こはそü以上，おもに放川方向:乙複合す

るヶまた，ときには不規則に陵介するものもあるの分市政は 1 ~10 (3) 11司 /mm2 (複合のものを 1 f:lii と

敬えれば 1~6 桐) (.木|コ milこ浪色の紡が生長輪状にt1\~ われるが，そこで二道管!ま小形で， 分布数も少な

い c ほとんどの作孔が) '，'{I[IJ または Idll側で肱射組織にιする川内供こは赤色の樹脂版物質を~み，また，と

きにチロースが認められる c 孤立行孔は広楕日形なし， !_， 1'Jjf~で，ーラ空〉芭i壬は 110--2::0μ(放射方向)， fO-"" 

220μ(接線方向)， IJ史厚は 3~4/{ ， j白 1~'f\:盟主の長さは100........400/1 :0 lj1せん孔，せんイu授はわずかに傾;}~_:~，

ときに水平，不整な支1L状に配列するベスチヤード張孔をもっ~ ?t:!英孔の険郭はlζ桁円形、その直径は水

平方向で 6........10 It ， 軸 jjlÍîJ で 4 --.... 51l , .jl.C! ，:i 7.，~、持1 たい

c) 1~正木識維

直径 15........35/( ， 11完.fL 2"-' 3 It , 1えさ EOO""'_"1 ， 190 (ギJ~jjH'O --"'2 ， 050μc 内 IT1りこは小さい粒:lたの樹)1白紙物質

を含み，晩材部のものではとくに著しいことがある c

d) 軸方向柔組織

翼状，連合翼状および待状柔組織からなる c 柔剥l識はよく発注しているが，とくに翼状柔組織が顕著で

ある c 述合翼状主組織は一般に短いの 4ii-状柔組織は 2"-' 3 ~il1日出I" jか数制位居， ときにはそれ以上に達す

る。また，ときに|泊伴柔組織に接続するりしばしば多室結llHll細胞をもつものがある。各t:illiJ山立，放射方向

の責任 15........70/1 ， 接操方向の直後15~60μ ，膜孔;ま1. 0........ し 5 ，! ， 長さは40........270μ 。

e) 放封組織

単列および 2 ないし 3 細胞帽の多列放射組織からなる。 lï副主に近い異位。単列放射組織の出現数は比較

的少ない c 1"'-' 9 細胞泊')，多くは平伏細胞のみからなるが，ときには立長il胞を混じえると ~列放射来n織は

5 ........14細胞直 (110........300μ) ， :まとんどが平伏細胞のみからなるコ辺行との!iりの膜孔は道管のそれと司じで

ある。



輸入外材の構造 CNo・ 76)

フンコ

阪 l! Iflﾎ x 50 

1971年~} fJ2~ 十!受:，n
(1)木材部 ('J 、川、注;ー)

キIl Nl~ {引先吉日

ル材の構造

1.一般

(1) ('，目、

|!iJiJfh: づン :J

γ) ， I'k!lglang (ベトナム)， 1n-

tanin .:ザイ)， Jarul インド，バ

.，'ヘタン)， Pyinma (とルマ)，

Sralao (刀ン心ジア)， Banaba 

(フノ 1) ビン)"

三/， : La，~;crs:ro(，J1 Í([ s�ccﾍosa (LIN~.) 

1 'El(S , 

(Syn , L /los-rcgﾍnar! RE'てz ，)

( ~ソ八一千円 Lythr紅白e)

(2) Ü~( " 

ブンコーみは i"!A: ~~~で， 1'1:) ;.51fi 、 20m に)2 し，タ

イ， ビ yレマ，マラヤ，インドネシアにわた「て分

r� l劦 x 50 



- 62- 休業試験場研究報特 ;'p; 243 号

11iする c 同属のfJt将は東南アジア，ニューギニア，濠州に分市して約30.f'fを障し，常緑のものと，落葉の

ものがある。白i本ないし低木、!日L I I はややl!l，オミ浬はおおむねjffi直，ときに波状を手す u ~連さ .ill さ :1 11: 1

!， If で，気乾よ七 311ま供試試料で 0.66 およ 30.69 であるつ加 1:性よく，主主:にも強く，耐久性があって.f主

築材(内部造1'1:) ，家具，キャピネットなどに適用されてレる仁

記載したものは林武村鑑 No.4442および山林会作製の愉人外川の付鑑セットの Ko.23である仁

2. 木材の構造

111 肉眼的構立

'1主眼.fL 付・ 3 ただし，かなり完全なf~i孔tl=.を心す場介もあるみj2J.川;二駅北褐己，心持. (j:，j:な褐色をなすが 1， Iij

fí'の境界ははっきりしない日生長輸は存在するが. しばしば不明りような j'ff)分をともなっている。また，

本 III射では連合穂状柔祖識による不規則な淡色の帯状岐様が認められるつ

(21 顕散銭IH ，h"f造

a) 噛l主要ぷの概略

道官 (12}ó) , 5' G.iE本綾絵 (53%) ，物lJ力frrlJ 5..:キ11議(1 9/6) および汝射組織 (l 6?ó) などからなるむ

b) 道行

符孔Jま却l立するか，あるいは 2) 3 恨はfH )jlíiJ に復今し，ときに数個がイ;脱則 iこ邑ifTするコ道官は;不均

等に 11k在するが， ときに).~f七つ肌立管子しゃ佳子?管Ú.が l ヂ1]， J詰合!こよ汁ては 2 ダIl r司こ、 11J4).~に配列して孔闘

をつ〈るンただしこのiJ~:VIJは判 lで， し:まì-- :;f'l!.民孔状を!liする c 孔閣外における管Jしの分布訟は 1 ........17 

日i~/mm2 (悔合!，'1ì'.(Lを 1 嗣と牧えれば 1 '" 1 7 íl~ii) ，ほとんどの:m:イしが両 fWJ または片側で!良川組織に接する。

孤立管孔は持円j払ときに FJ形で，そのi在住は ~0""""'370 ,It (版付方向)， 70-....300 μ(接線 )jf何)で.設j手 2

......... 31L o チロースの発達顕著仁 J丘管要素は，長さ 130.........3701( ， 1 ， 1，5端または一端に毛部をもつむ単せん孔.

せん孔板は一般にやや傾斜するコ支LL状配ヂIj のベスチヤードIJ史孔をもっb 眼孔の外郭(立不拡な広桁 "J形

で，水平方向の正u五はおおむね S.........lO }J c

c) 賢正木(法制I~

~\~映を有するつ 1;市民の数は ~""""3 し t&l~jr liIÏの J~状は川|出をおびた不規則な多角形。 k さ:ま 535......... 1， 210 

(SV均値)"，，-，1. 90011，直径は 20""""'30/( ， 11兜FZは 2......... 311 さ

d) 軸方向柔組織

ほとんどが述合認決柔組織カ・らなり，その充i~は顕著である n その回の l手さはおおむね数約jJ包であるが，

ときに 10 細胞をこえるものも 11'，且lする〉 多くはi泣よ状に;配1可配~~ダ州州|リJ-，ず‘

る。柔細]砲包のF訂(Í径壬壬:12却O.........t!却0 ，μt ， iJ良厚は1. O........ 1. ;)μJ ~之さ:ま 50.......200/(.:

e) 放剖組織

lJ i.ダ'Jよりなるが，ときに陸ダIJのものが I1 '， JJ，'.するコ立与!キIL~lí~の分布ははなはだ市でおる I rtlj位。 1........40判 11

IJi詳:j:J膜壁はやや平滑性を欠き. しばしば樹脂1ふく三、が H{j' しているョ道11とのIHJの f]刷・しは不重な楕円形

ないし長十fi' PJ;f~で，大きさは長住で 5.........11 Jι であ Zl C 


